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治療中でない者 39,211 人〔男性 11,636 人、女性 27,575 人、年齢 58.6±8.6(平均±SD) 歳、推算
糸球体濾過率(eGFR) 71.5±13.4 ml/min/1.73m2〕であり、CKD の定義は、eGFR＜60ml/min/1.73m2も
しくは蛋白尿 (1+)以上とした。「CKDあり」に対する関連因子のオッズ比(OR)を、ロジスティック回
帰モデルで算出した。なお、eGFR は(194×Cr-1.094×Age-0.287)（女性：x 0.739）の換算式を用いて算
出した。Crは、Enzyme法を用いて測定した。CKDの有病率は 20.5％(男性 21.7%、女性 20.0%)であっ
た。「CKDあり」と年齢（50～59 歳：OR=2.92、60～74歳：OR=4.92)、脂質異常症(non-HDL-C≧170mg/dl
または HDL-C<40mg/dl：OR=1.21)、肥満（BMI≧25㎏/m2：OR=1.23)、高尿酸血症(尿酸値≧7.0mg/dl：
OR=2.63)、心血管系疾患既往歴(OR=1.26)との間には有意な正の関連がみられた。一方、男性(OR=0.83)、
糖尿病(空腹時血糖値≧126 mg/dlまたは随時血糖値≧200 mg/dl：OR=0.80)との間で有意な負の関連
が認められた一方、高血圧との間では関連を認めなかった。男性のみの検討では、「CKD あり」は、
年齢（60～74歳：OR=5.25)、脂質異常症(OR=1.26)、肥満(OR=1.40)、高尿酸血症(OR=2.51)との間で
有意な正の関連がみられた。女性のみの検討では、「CKD あり」と、年齢（50～59 歳：OR=3.80、60
～74歳：OR=4.81)、肥満(OR=1.17)、高尿酸血症(OR=3.46)、心血管系疾患既往歴(OR=1.29)との間で
有意な正の関連が示された。 
以上より、本研究では、健診受診者集団において、医療機関にて疾病治療中でない人のCKD有病率が
20.5％であることが示され、CKD罹患に正に関連する因子として、肥満、脂質異常症、血清尿酸値上
昇などの代謝関連因子が抽出された。この結果から、これら因子がCKD予防の治療標的となる可能性
が示され、今後の病態解明・治療・予防、医療費抑制の観点からの有用性が期待される。よって、本
研究は博士(医学)の学位を授与されるに値すると判定された。 
